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在宅マッサージ虹色 

本会では、平成３１年４月から、主に南部地域（榎・学園・大南） 

をモデル地区として担当する「地域福祉コーディネーター」を配置 

し、様々な活動を展開しています。 

地域福祉コーディネーターは、住民の皆様、団体、関係機関と 

一緒に、住民による支え合いが広がっていくようにお手伝いする  

地域のつなぎ役です。 
 

  

【実施日】 

令和元年１２月１日（日）午前１０時～午後２時 市内のスーパーなど 

令和元年１２月１０日（火）午前１０時～正午 玉川上水駅 

【街頭募金ボランティア協力】 

市立第一・第三・第四・第五中学校・村山学園・大南学園の生徒・先 

生、武蔵村山少年少女合唱団、中学生の軟式野球チームクロウズの皆様 

【街頭募金協力店】 
 ◇いなげや（フードランド武蔵村山残堀店、むさし村山店） 
◇イオンむさし村山店 
◇ダイエー武蔵村山店                      【街頭募金額】 
◇スーパーオザム村山店 
◇TAIRAYA武蔵村山店                   ３００，２００円 
◇ウェルパーク薬局むさし村山店            

令和元年台風に伴う被災地へ職員を派遣 
～被災地災害ボランティアセンター運営支援～ 

 
つなぐ つながる  

地域福祉コーディネーター活動 
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「社協だより」第２１６号 

 令和元年に発生した台風に伴い、各地で甚大な被害が発生しました。 

 本会では、被災地の社会福祉協議会から要請を受け、各被災地の「災 

害ボランティアセンター」へ応援職員を下記の通り派遣しました。 

 今後も、被災地の復興支援への協力を継続するとともに、当市で災害 

が発生した際の「災害ボランティアセンター」の設置・運営 

を担う組織として、地域のかたとのつながりを大切にし 

ながら市民の支え合い活動支援を行っていきます。 

 ・派 遣 先 ①千葉県鋸南町災害ボランティアセンター 

②栃木県佐野市災害ボランティアセンター 

            ・派遣職員 ①１名 ②２名 
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ひきこもり当事者のいるご家族が、安心して悩みを話し、気持 

ちをわかちあい、学び合い、一緒に考えていく場ができればとの 

思いで「むさしむらやま不登校・ひきこもり家族会立ち上げ準備 

会」を今年度から企画し、開催してまいりました。 

第１回(6/14)､福祉まつり内「生きづらさ対話交流会」(9/８)､ 

第２回(10/11)と開催するなかで、少しずつ当事者家族のご参 

加が増えており、第２回ではわかちあう時間を軸に、学び合う時 

間を作れればと話し合いを始めたところです。 

 ２月に「家族会立ち上げ準備会」と「支援者向け研修会」を 

開催します。 

皆様のご参加をお待ちしています。詳細は２面をご覧ください。 
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〒208-8503 武蔵村山市学園四丁目５番地の１ 
武蔵村山市民総合センター内 

編 集 ／ 福祉総務課 地域係 
ＴＥＬ 042-566-0061(代) ＦＡＸ 042-566-0253 
Ｅメール      houjin@mmshakyo.jcomoffice.jp 
ホームページ   http://mmshakyo.jp/ 
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取り組み 武蔵村山市内に 
ひきこもりの家族会を！ 

 

《問合せ・相談： 
地域福祉コーディネーター（網代・吉野）   ☎５６６－００６１》 

 

  

 

〜中学３年生・高校３年生のかたの 

進学に伴う塾・受験料が対象〜 

★塾費用…２００，０００円まで 

★受験料…中学３年生（又はこれに準じるかた） 

２７，４００円まで 

       高校３年生（又はこれに準じるかた） 

８０，０００円まで 

合格し進学すれば、免除申請により全額返済免 

除になります。 

※収入要件等の利用要件あり。詳細はお問い合 

わせください。 

ご利用をお考えのかたは事前に電話予約 
のうえ、１月末までにご相談ください。 

問合先：受験生チャレンジ支援担当  

             ☎５６６－００６１ 

 

歳末  

  

歳末 

 

  ご協力いただきました団体・企業の皆様、募金にご協力いただき
ました皆様、ありがとうございました。 
 


